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2
0
1
5
～
2
0
2
4
年

金
属
労
協
男
女
共
同
参
画
推
進
の
取
り
組
み

金
属
労
協
の
男
女
共
同
参
画
推
進

活
動
の
経
緯

　

金
属
労
協
は
1
9
9
0
年
に
、
金
属
労

協
が
加
盟
す
る
国
際
金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

注
：
2
0
1
2
年
に
組
織
統
合
し
現
在
は

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ

オ
ン
）
の
婦
人
委
員
会
へ
の
参
加
と
国
内

活
動
と
の
連
動
、
雇
用
の
場
に
お
け
る
男

女
平
等
を
推
進
す
る
た
め
「
女
性
活
動
委

員
会
」
を
設
置
し
た
。
そ
の
活
動
は
、連
合

と
の
活
動
重
複
を
避
け
、
金
属
労
協
の
特

色
を
発
揮
す
べ
く
、
主
に
海
外
か
ら
講
師

を
招
き
、
女
性
研
修
会
を
開
催
し
て
海
外

の
先
進
取
り
組
み
事
例
を
学
習
し
て
き
た

が
、
2
0
0
0
年
9
月
の
定
期
大
会
で
金

属
労
協
本
部
組
織
機
構
を
再
編
し
た
際

に
、発
展
的
に
解
消
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
女
性
参
画
の
取
り

組
み
が
更
に
重
視
さ
れ
る
事
と
な
り
、
そ

の
対
応
窓
口
と
し
て
、
国
際
会
議
で
発
言

の
出
来
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
主
目

高
城 

牧
子

金
属
労
協
国
際
局
主
査

的
と
し
て
、2
0
0
6
年
に「
女
性
連
絡
会

議
」を
設
置
、
2
0
1
6
年
以
降
は
男
女
共

同
参
画
推
進
を
め
ざ
し
て
、
会
議
名
を「
男

女
共
同
参
画
推
進
連
絡
会
議
」
に
変
更
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

当
初
の
活
動
内
容
は
、
国
際
的
な
女
性

参
画
活
動
の
情
報
共
有
・
対
応
窓
口
、産
別

の
活
動
の
情
報
共
有
、年
1
回
の
女
性
交
流

集
会
開
催
、春
季
生
活
闘
争
、政
策
・
制
度
課

題
に
お
け
る
女
性
参
画
推
進
の
た
め
の
課

題
に
関
す
る
意
見
交
換
、等
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
女
性
参
画
推
進
を
確
実
に
推
進

す
る
た
め
に
、
2
0
1
0
年
に「
女
性
参
画

中
期
目
標
・
行
動
計
画
」を
策
定
し
て
機
関

会
議
で
確
認
、現
在
は「
第
４
次
男
女
共
同

参
画
推
進
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」（
2
 
0
 

2
2
年
９
月
～
2
0
2
6
年
８
月
）
に
基

づ
き
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　

以
下
に
、
こ
こ
10
年
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
、
金
属
労

協
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に
向
け
た
動

向
、主
な
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー

バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
女
性
参
画
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み

　

2
0
1
2
年
６
月
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

で
製
造
業
の
３
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ

ン（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
・
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
）

が
組
織
統
合
し
て
結
成
さ
れ
た
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
規

約
に
は
「
大
会
へ
の
参
加
は
代
議
員
の
少 

な
く
と
も
30
％
を
女
性
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
記
述
が
盛
り
込
ま
れ
た

が
、更
に
そ
の
結
成
大
会
の
政
治
的
合
意
文

書
に
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
指
導

部
、
意
思
決
定
機
関
、
お
よ
び
部
門
別
機
構

の
全
レ
ベ
ル
で
引
き
続
き
女
性
参
画
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
た
。

　

2
0
1
6
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
第
２
回
世
界
大
会
で
は
、
女

性
参
画
を
結
成
大
会
の
30
％
か
ら
40
％
に

引
き
上
げ
る
か
、40
％
に
拘
束
力
を
持
た
せ

る
か
、目
標
値
に
す
る
か
の
議
論
が
活
発
に

行
わ
れ
、最
終
的
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
女
性
の
平

等
な
権
利
と
、
よ
り
強
力
な
代
表
制
に
向

け
、40
％
の
代
表
制
の
目
標
が
規
約
に
盛
り

込
ま
れ
た
。

インダストリオール・グローバル女性委員会（2023年6月 南アフリカ）
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60年の歴史から新たな出発

　

2
0
2
1
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
た
め
1
年
遅
れ
で
Ｗ
ｅ
ｂ

開
催
さ
れ
た
第
３
回
世
界
大
会
で
は
、
再

び
女
性
参
画
40
％
を
全
て
の
活
動
に
義
務

と
す
る
か
、
目
標
と
す
る
か
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
が
意
見
の
合
意
は
得
ら
れ
ず
、
投

票
の
結
果
、
女
性
参
画
に
関
し
て
右
記
表

の
規
約
改
正
が
行
わ
れ
た
。

金
属
労
協
の
女
性
参
画
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み

　

金
属
労
協
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ

ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
主
要
加
盟
組
織
と

し
て
、そ
の
規
約
を
遵
守
し
、ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
達
成
を
め
ざ
し
て
お
り
、
女
性
参

画
推
進
に
関
し
て
は
、
男
女
共
同
参
画
推

進
連
絡
会
議
を
中
心
に
、
活
動
を
推
進
し

て
き
た
。

　

そ
の
活
動
は
、前
述
の
2
0
1
0
年
に
策

定
し
た
「
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計

画
」
を
軸
に
推
進
し
て
お
り
、
現
在
は
第
４

次
計
画
（
2
0
2
2
年
9
月
～
2
0
2
6

年
８
月
）の
下
、加
盟
組
織
の
理
解
・
協
力
を

得
て
着
実
に
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て
い

る
。
金
属
労
協
の
諸
活
動
へ
の
女
性
参
画

比
率
を
、少
な
く
と
も
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ

ス
で
あ
る
30
％
を
達
成
し
、
2
0
2
6
年

ま
で
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
目
標
値

で
あ
る
40
％
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、数
値
の
達
成
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、男
女
共
同
参
画
推
進
に
向
け
た
環

境
整
備
や
意
識
改
革
な
ど
を
検
討
・
実
施

し
て
い
る
。

　

第
3
次
男
女
共
同
参
画
中
期
目
標
行
動

計
画
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
女
性
執
行
委
員
・
代
理
委
員
の
選
出

は
2
0
2
1
年
の
第
３
回
世
界
大
会
で
実

現
し
、自
動
車
総
連
の
村
上
瑞
紀
氏
を
執
行

委
員
代
理
に
選
出
、
村
上
氏
の
後
任
に

2
0
2
3
年
の
11
月
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
執
行
委
員
会
で
、電
機
連
合
の
市
川
千

代
氏
を
選
出
し
て
い
る
。

　

第
４
次
男
女
共
同
参
画
推
進
中
期
目
標
・

行
動
計
画
の
概
要
は
上
記
表
の
通
り
。
男

女
共
同
参
画
推
進
連
絡
会
議
で
は
数
値
目

標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

も
行
っ
て
い
る
。

2
0
1
4
年
～
2
0
2
4
年

男
女
共
同
参
画
推
進
交
流
集
会
・

研
修
会
開
催
記
録

　

金
属
労
協
は
組
合
活
動
で
主
体
的
な
役

割
を
果
た
せ
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
計
画
的

育
成
、
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
者
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
主
目
的
と
し
て
、

2021年 第3回インダストリオール世界大会　女性参画に関わる主な規約改正一覧

金属労協 第４次男女共同参画推進中期目標・行動計画概要

2016年大会 採択規約 2021年大会 改正後
第11条 ―　大会への参加（適用：2025年の大会から）

代議員の少なくとも30％を女性にしなければ
ならない。すべての加盟組合は、40％の女性
参画率達成のために努力すべき。

代議員の少なくとも40％を女性にしなけれ
ばならない。

第13条(e)　大会の任務（適用:2025年の大会から）

インダストリオールは、会長、副会長、書記長
及び書記次長と定義されるグループとしての
選出指導部について30％を女性で構成するた
めに努力する。

インダストリオールは、会長、副会長、書記長
及び書記次長と定義されるグループとしての
選出指導部について40％を女性で構成するた
めに努力する。

第16条　執行委員会のメンバー（適用:今回の大会から）

6地域それぞれから選出される執行委員のうち
最低30％を女性とする。

6地域それぞれから選出される執行委員のうち
最低40％を女性とする。

会議／活動 中期目標 行動計画
① インダストリオール
　 主催会議

金属労協全体で少なくとも40％
の女性参画比率を達成する。

産別間の調整を行う。

② 金属労協定期大会・
　 協議委員会 

金属労協全体で少なくとも30％
の女性参画比率を達成し、2026
年までに40％を目指す。

通達文書に各産別30％の女性代
議員数・協議委員数（〇〇名以上）
を明記する。
併せて、40％の女性代議員数・協
議委員数（○〇名以上）を参考値
として記載する。
代議員数・協議委員数が少ない産
別は、規約に基づき、別途女性枠
を設ける。

③ 常任幹事会 金属労協全体で30％の女性参画
比率を目指す。

役選委員会で検討を行う。

④ 専門委員会 金属労協全体の女性組合員比率に見
合った女性参画率を達成する。

人選にあたって産別・事務局間で
調整を行う

⑤ 各種シンポジウム、
　 セミナー、集会、等

各産別の女性組合員比率に見合っ
た女性参画率を達成する。参加人
数の枠を設けないセミナー等では、
募集の段階で積極的な女性の参加
を要請する。

参加要請通達に女性参画目標値
を明記する。女性のニーズや参
加しやすさを考慮した開催内容、
開催時間・会場を設定する。

⑥ 労働リーダーシップコース、
　 国際労働研修プログラム

金属労協全体の女性組合員比率に
見合った女性参画率を目指し、当面
２名以上の女性参画を達成する。

当面、産別輪番で女性の参加要請
を行う。
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年
に
1
回
、
男
女
共
同
参
画
推
進
交
流
集

会（
終
日
開
催
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
施
）と

研
修
会（
半
日
開
催
・
座
学
）を
隔
年
で
開
催

し
て
い
る
。
こ
こ
10
年
の
開
催
記
録
は
次

の
通
り
。

〈
2
0
1
5
年 
女
性
交
流
集
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
1
5
年
６
月
27
日（
土
）

■
開
催
場
所
：
電
機
連
合
会
館

■
参
加
者
数
：
40
名

■
開
催
テ
ー
マ
：
①
金
属
産
業
の
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
交
流
を
通
じ
て
、
女
性
の
組
合

活
動
へ
の
参
画
を
促
進
、
②
集
会
を
通
し

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
金
属
労

協
の
活
動
に
反
映
す
る
。

■
概
要
：

●
講
演
：「
世
界
の
女
性
参
画
推
進
の
動
向
」

郷
野 

晶
子
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
女
性
委
員
会
議
長

● 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：

「
女
性
参
画
推
進
の
た
め
の
労
働
組
合
の

役
割
」

● �

基
調
報
告

「
日
本
の
女
性
参
画
推
進
の
歴
史
」

講
師
：
冨
高 

裕
子 

連
合
男
女
平
等
局
次
長

● 

事
例
報
告

①「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
」

講
師
：
山
中 

し
の
ぶ 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
労
働
組
合
連
合
会
書
記
次
長
／
日

本
電
気
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員

②「
電
力
総
連
」

講
師
：
畠
山 

薫 

電
力
総
連
組
織
局
次
長

● 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
テ
ー
マ
：

「
女
性
参
画
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

－

社
会
、
職
場
、
労
働
組
合
の
意
識
を
変
え

る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
」

〈
2
0
1
6
年 

研
修
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
1
6
年
７
月
23
日（
土
）

■
開
催
場
所
：
電
機
連
合
会
館

■
参
加
者
数
：
89
名

■
開
催
テ
ー
マ
：
Ｊ
Ｃ
Ｍ
常
任
幹
事
、加
盟

産
別
・
企
業
連
の
女
性
参
画
推
進
担
当
者

（
男
女
）を
対
象
に
開
催
し
、国
内
外
の
取

組
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。

■
概
要
：

● �

講
演
Ⅰ
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
及
び
国

際
労
働
運
動
に
お
け
る
女
性
参
画
の
動
向
」

講
師
：
郷
野 

晶
子 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
女
性
委
員
会
議

長
／
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
国
際
局
長

● �

講
演
Ⅱ「
国
内
の
女
性
参
画
の
動
向
、
女

性
活
躍
推
進
の
加
速
化
に
つ
い
て
」

講
師
：
小
林 

洋
子 
厚
生
労
働
省
前
雇

用
均
等
・
児
童
家
庭
局
雇
用
均
等
政
策
課

長
／
現
労
働
政
策
担
当
参
事
官

● 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：

「
も
の
づ
く
り
」
の
職
場
で
の
女
性
参
画

推
進
に
向
け
、産
別
・
企
業
連
が
果
た
す

役
割

パ
ネ
リ
ス
ト
：
産
別
書
記
長
・
事
務
局
長

〈
2
0
1
7
年 

男
女
共
同
参
画
推
進
交
流
集
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
1
7
年
６
月
24
日（
土
）

■
開
催
場
所
：
電
機
連
合
会
館

■
参
加
者
数
：
77
名

■�

開
催
テ
ー
マ
：
も
の
づ
く
り
産
業
に
お

け
る
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
組
合
活
動

を
目
指
し
て

■
概
要
：

● 

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
：

ミ
シ
ェ
ル
・
オ
ニ
ー
ル 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
女
性
委
員
会
共
同
議
長
／
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
執
行
委
員
会
共
同
議
長

● 

事
例
報
告「
労
働
組
合
を
変
え
よ
う
！
～

変
え
る
の
も
人
、変
わ
る
の
も
人
～
」

講
師
：
石
井 

隆
之 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
連

合･

日
本
電
気
労
組
中
央
執
行
委
員
長

● 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
テ
ー
マ
：

「
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
誰
も
が
参

加
し
や
す
い
組
合
活
動
を
目
指
し
て
」

〈
2
0
1
8
年 

男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
1
8
年
４
月
９
日（
月
）

■
開
催
場
所
：
電
機
連
合
会
館

■
参
加
者
数
：
1
3
1
名

■�

開
催
目
的
：
Ｊ
Ｃ
Ｍ
常
任
幹
事
、加
盟
産

別
・
企
業
連
の
女
性
参
画
推
進
担
当
者

（
男
女
）を
対
象
に
開
催
し
、国
内
外
の
取

組
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
。

■
テ
ー
マ
：
「
男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
働

き
続
け
る
た
め
に
：
北
欧
・
日
本
の
先
駆

者
に
学
ぶ
」

■
概
要
：

● �

講
演
Ⅰ 「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
北
欧
の
男
女

共
同
参
画
推
進
の
現
状
」

講
師
：
マ
リ
ー
・
ニ
ル
ソ
ン 

ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
Ｉ
Ｆ
メ
タ
ル
会
長

● �

講
演
Ⅱ 

「
男
女
共
同
参
画
推
進
へ
の
私

の
闘
い
」

講
師
：
斉
藤 

千
秋 

電
機
連
合
東
京
地

方
協
議
会
議
長
／
日
立
製
作
所
労
組
本

社
支
部
委
員
長

● �

座
談
会　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
浅
沼 

弘
一

Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
長

パ
ネ
リ
ス
ト
：
マ
リ
ー
・
ニ
ル
ソ
ン
、
斉

藤 

千
秋

〈
2
0
1
9
年 

男
女
共
同
参
画
推
進
交
流
集
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
1
9
年
７
月
27
日（
土
）

■
開
催
場
所
：
電
機
連
合
会
館

■
参
加
者
数
：
74
名

■�

開
催
テ
ー
マ
：
も
の
づ
く
り
産
業
に
お

け
る
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、

そ
の
た
め
の
労
働
組
合
の
役
割

■
概
要
：

● �

事
例
報
告　

①「
職
場
で
の
経
験
、育
児
と
の
両
立
、組
合

活
動
を
通
じ
て
気
付
い
た
点
に
つ
い
て
」

2018年 男女共同参画推進研修会座談会の様子
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講
師
：
冨
田 

珠
代 

連
合
総
合
労
働
局

長
／
自
動
車
総
連
特
別
中
央
執
行
委
員

②「
電
機
連
合
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

講
師
：
大
崎 

真 

電
機
連
合
中
央
執
行

委
員
／
労
協
・
法
規
政
策
部
長

● �

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
テ
ー
マ
：

「
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
誰
も
が
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、そ
の
た
め
の
労

働
組
合
の
役
割
」

〈
2
0
2
0
年
〉

＊�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止

〈
2
0
2
1
年 

男
女
共
同
参
画
推
進
交
流
集
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
2
1
年
６
月
10
日（
木
）

■
開
催
形
態
：
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信　

■
参
加
者
数
：
89
名

■�

開
催
テ
ー
マ
：
も
の
づ
く
り
産
業
に
お

け
る
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、

そ
の
た
め
の
労
働
組
合
の
役
割 

■
概
要
：

● �

事
例
報
告

「
労
働
組
合
活
動
に
お
け
る
女
性
参
画
～

活
動
を
振
り
返
っ
て
」

講
師
：
半
沢 

美
幸 

日
立
グ
ル
ー
プ
連
合

会
長

● �

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
女
性
の
労
働
運
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
」

パ
ネ
リ
ス
ト
：
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

本
部
／
松
崎 

寛 

I
C
T 

・
電
機
・
電
子 

造
船
・
船
舶
解
撤
部
門
担
当
部
長
、自
動

車
総
連
／
戸
村 

伸
一
郎 

副
事
務
局
長
、

電
機
連
合
／
半
沢 

美
幸 

日
立
グ
ル
ー

プ
連
合
会
長
、Ｊ
Ａ
Ｍ
／
川
野 

英
樹 

副

書
記
長
、
基
幹
労
連
／
袈
裟
丸 

暢
子 

中

央
執
行
委
員

● �

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
テ
ー
マ
：

「
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る 

誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、そ
の
た
め
の

労
働
組
合
の
役
割
」

〈
2
0
2
2
年 

男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
2
2
年
４
月
22
日（
金
）

■
開
催
形
式
：
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信

■
参
加
者
数
：
2
6
5
名

■�

開
催
テ
ー
マ
：
男
女
が
共
に
い
き
い
き

と
働
き
続
け
る
た
め
に
：
日
本
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
労
組
リ
ー
ダ
ー
に
学
ぶ

＊
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
講
師
は
急
病
の
た
め
参
加
キ
ャ
ン
セ
ル

■
概
要
：

● �

講
演「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
今
こ
そ

実
現
す
る
た
め
に
」 

講
師
：
芳
野 

友
子 

日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
会
長

● �

座
談
会

①
女
性
参
画
の
状
況
認
識
、②
男
女
が
共

に
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
、 

③
政
治
活
動

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
浅
沼 

弘
一 

Ｊ
Ｃ
Ｍ
事

務
局
長

パ
ネ
ル
：
芳
野 

友
子 

日
本
労
働
組
合
総

連
合
会
会
長

〈
2
0
2
3
年 

男
女
共
同
参
画
推
進
交
流
集
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
2
3
年
４
月
24
日（
月
）

■�

開
催
場
所
：
東
京
国
際
交
流
館
プ
ラ
ザ

平
成
／
午
前
の
み
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信

■
参
加
者
数
：
78
名

■�

開
催
テ
ー
マ
：
男
女
が
共
に
い
き
い
き

と
働
き
続
け
る
た
め
に
：
職
場
・
組
合
活

動
・
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進

に
向
け
て

■
概
要
：

● �

講
演
①
：
「
も
の
づ
く
り
・
女
性
の
代
表
と

し
て
～
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
～
」

講
師
：
村
田 

き
ょ
う
こ 

参
議
院
議
員

● �

講
演
②
：
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
政
治
～
男

女
共
同
参
画
と
女
性
の
働
き
方
に
関
す

る
現
状
・
課
題
に
つ
い
て
」　

講
師
：
矢
田 
わ
か
こ 

電
機
連
合
政
治

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

● �

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
テ
ー
マ
：

「
も
の
づ
く
り
産
業
に
お
け
る
誰
も
が
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、そ
の
た
め
の
労

働
組
合
の
役
割
」

〈
2
0
2
4
年 

男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
会
〉

■
開
催
月
日
：
2
0
2
4
年
７
月
２
日（
火
）

■
開
催
形
態
：
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信　

■
参
加
者
数
：
2
3
0
名

■�

開
催
テ
ー
マ
：
世
界
の
労
働
組
合
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
に
学
ぶ 

■
概
要
：

●
講
演
Ⅰ
「
ド
イ
ツ
の
男
女
共
同
参
画
の
状

況
と
労
働
組
合
の
取
り
組
み
～
自
身
の

経
験
を
踏
ま
え
て
～
」

講
師
：
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
・
ベ
ナ
ー 

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長

シ
ュ
テ
フ
ァ
ニ
ー・ガ
イ
ヤ
ー 

Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
女
性
と
平
等
局
局
長

●
講
演
Ⅱ
「
世
界
の
男
女
共
同
参
画
の
趨
勢

と
日
本
の
労
組
へ
の
提
言
」

講
師
：
郷
野 

晶
子 

国
際
労
働
組
合
総

連
合（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）会
長

2019年  男女共同参画推進交流集会集合写真

2023年
男女共同参画推進交流集会グループワークの様子


